
 
２０１０年１０月２９日 

 

２０１０年度第２四半期（７月～９月）のトピックスをご案内します。 

 

１．三井住友海上、あいおい損保、ニッセイ同和損保の営業概況（単純合算） 
＊２０１０年７～９月、速報ベース、傷害・一般計には長期医療を含む 

第２四半期は、主力の自動車保険が好調であったため、一般計で３ヶ月連続増収となりました。 

（金額単位：百万円） 

第２四半期（７～９月） 年度累計（４～９月） 
種目名 

収入保険料 増収率（％） 収入保険料 増収率（％） 

自動車 ２７８，６７５  ２．６ ５８８，２９５  ２．０ 

自賠責  ６９，９７３  ０．６ １３９，２１１  １．８ 

火災  ９３，００２ ▲３．９ １８５，９８２ ▲２．６ 

傷害  ５５，８５６  ４．８ １０４，４９４  ４．２ 

新種  ６９，０６６ ▲１．０ １５７，６７６ ▲１．４ 

海上  ２４，０２６  ２．９  ５３，５８２  ２．１ 

一般計 ５９０，５９９  １．０ １，２２９，２４０  １．０ 

 

 

２．主なニュースリリース（２０１０年７月～９月） ※カッコ内はニュースリリースの日付 

 

（１）国内事業 

 

 ○統一商品ブランド「ＴＯＵＧＨ（タフ）」（７月２９日） 

  あいおい損保およびニッセイ同和損保は、１０月１日の合併新会社「あいおいニッセイ同和

損害保険株式会社」発足と同時に、両社がこれまで販売してきた主力商品を、新たな商品  

ブランド「ＴＯＵＧＨ（タフ）」としてリニューアル発売しました。「ＴＯＵＧＨ（タフ）」は、

自動車保険・火災保険・医療保険等の統一商品ブランドです。お客さまのさまざまなリスク

に対し、タフな安心を提供したいという新会社のメッセージをそのままブランド名としまし

た。同シリーズは、個人向けの「ＴＯＵＧＨ（タフ）」７商品と、企業向けの「ＴＯＵＧＨ    

Ｂｉｚ（タフビズ）」７商品の合計１４商品のラインアップで構成されています。 

 

 ○事故サービス拠点の新設とサービス迅速化について（８月２日） 

  三井ダイレクト損保は、自動車保険のお客さま数とともに増加する事故に備えるため、７月

より新たなサービス拠点として「安心センター東京第５」を設置しました。これにより、事

故サービス体制を全１３センターに拡充し、サービス体制の強化を図りました。また、サー

ビスの迅速化を目的として、事故内容に応じて担当センターを決定する“セグメント対応”

を進めています。 

 

 

 

 

 



○「あいおい損保」と「ニッセイ同和損保」が合併認可を取得（９月２８日） 

あいおい損保およびニッセイ同和損保は、９月２７日に金融庁より合併の認可を取得し、  

１０月１日に合併新会社「あいおいニッセイ同和損害保険株式会社」が発足しました。 

あいおいニッセイ同和損保は、ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの中核損害保険会社の

１つとして、グループ企業価値の向上を追求していきます。 

 

（２）海外事業 

 

 ○中国現地法人「江蘇支店」設立準備認可を取得（７月１６日） 

  三井住友海上が全額出資する中国現地法人「三井住友海上火災保険(中国)有限公司」は、  

７月７日付けで中国保険監督管理委員会より江蘇省での支店設立準備に関する認可を取得し

ました。今後、関連当局の審査を経て、江蘇省無錫市において江蘇支店の早期開業を目指し

ます。「長江デルタ経済圏」に位置し、多くの製造業が集積する江蘇省に営業拠点を開設する

ことで、中国外資系損保トップクラス、日系損保ＮＯ．１の地位を磐石なものとしていきま

す。 

 

（３）生保事業 

 

○『新医療保険α』 の販売件数が、４６，０００件に達しました！（８月９日） 

三井住友海上きらめき生命の「新医療保険α」の販売件数が発売後５ヶ月で４６,０００件に

達しました。（２０１０年７月末現在）業界初の「脳卒中」を重点保障する「脳卒中治療支援

特約α」や、技術料・交通費に加えて宿泊費も保障する「先進医療特約α」などの充実した

商品内容が好評で、従来販売していた「新医療保険」発売当時の約２倍という快調なペース

での販売実績となっています。 

※９月末現在では、６４，０００件を突破しました。 

 

（４）リスク関連事業 

 

 ○＜新任会社役員専用＞リスク管理サービスの提供を開始（７月２２日） 

  インターリスク総研は、新任役員のリスク管理を支援するサービスである「リスク管理サー

ビス」の提供を７月２３日より開始しました。役員に対して求められる役割が高度化・複雑

化する中、役員は巨額の株主代表訴訟をはじめ、さまざまなリスクを抱えることになります。

同社では、主に新任役員に対し、５つのコンサルティングメニューを用意することで、ニー

ズに即したサービスの提供が可能となりました。本サービス提供により、役員就任後の適切

な業務遂行や説明責任の履行などを支援していきます。 

 

 ○国内初、ＢＣＭＳを啓発するユーザーグループが発足（９月７日） 

インターリスク総研と伊藤忠テクノソリューションズは、２８の機関・企業の賛同を得て、

９月１０日に国内初のＢＣＭＳの普及啓発・提言を行う「ＢＣＭＳユーザーグループ」を設

立しました。本ユーザーグループは、ＢＣＭＳの構築・運用に関わる情報共有・交換のコミ

ュニティの場を提供するとともに、産学官で協調して海外との連携・交流を推進することで、

ＢＣＭＳの普及を促進し、日本の産業界の健全な発展に寄与することを目指しています。 

 

○国内上場企業のＢＣＭ導入実態調査を実施（９月２７日） 

インターリスク総研は、国内全上場企業３，７３３社に対し、ＢＣＭ（事業継続マネジメン

ト）の導入実態調査を実施し、回答状況をまとめました。本調査は２００５年から実施して

おり、今回で４回目となります。調査結果から、ＢＣＰ（事業継続計画）の対策を進める企

業が増えている一方、有効性を評価・確認する訓練を実施しておらず、さらにその有効性を

見直す仕組みがないなど、今後の課題が明らかとなりました。  

  

 

 

 

 

 



（５）環境・社会貢献活動 

 

○「ハートＬＩＦＥプロジェクト」平成２１年度の結果について（７月 1日） 

あいおい生命は、社会貢献活動「ハートＬＩＦＥプロジェクト」の一環として、主力商品で

ある「プレミアムＷ」・「ジャストワンＷ」・女性向け商品「ルナメディカル」の新規契約件数

に応じた寄付活動を行っています。平成２１年度は、「がん治療中の女性が自分らしさを保つ

ための美容サポート」活動の支援として特定非営利活動法人キャンサーリボンズへ５１万３

千円を、また認定ＮＰＯ法人「世界の子どもにワクチンを 日本委員会（ＪＣＶ）」へワクチ

ン９万８千人相当分を寄付しました。 

 

○「グリーン・エネルギー・パートナーシップ表彰」優秀賞を受賞（８月５日） 

三井住友海上は、グリーンエネルギーの普及団体であるグリーン・エネルギー・パートナー

シップが主催する平成２２年度「グリーン・エネルギー・パートナーシップ表彰」において

優秀賞を受賞しました。これは、駿河台ビル（東京都千代田区）でのグリーン電力使用によ

る二酸化炭素（ＣＯ２）排出量削減の取組みが評価されたものです。本年度は、計７団体に

賞が贈られ、７月２８日に有楽町朝日ホールで表彰式が開催されました。 

 

○第１２回市民環境講座を開催（８月５日） 

三井住友海上は、駿河台ビル（東京都千代田区）近隣の方や自然環境に関心のある方などを

対象に、第１２回市民環境講座を開催しました。今回は、「森林浴で体とこころを癒す」と題

して、森林浴効果の科学的検証について森林総合研究所環境計画室長の香川隆英（かがわ  

たかひで）さんに講演いただきました。 

 

○７月豪雨災害被災者への義援金について（８月３１日） 

当社は、７月に発生した西日本での集中豪雨災害の被災者の方々の支援を目的に、グループ

各社の社員から義援金を募り、２，０２５名の社員から約２００万円の義援金が集まりまし

た。また、災害時義援金マッチングギフト制度により、社員からの義援金額に対し、同額を

会社側が拠出することで、総額約４００万円を被災地義援金寄付窓口を通じて寄贈しました。 

  

○パキスタン北西部／中国甘粛省洪水災害被災者への義援金について（９月２７日） 

当社は、パキスタン北西部および中国甘粛省で発生した洪水の被災地の支援を目的に、グル

ープ各社の社員から義援金を募り、２つの災害合計で、約２３０万円の義援金が集まりまし

た。また、災害時義援金マッチングギフト制度により、社員からの義援金額に対し、同額を

会社側が拠出することで、総額約４６０万円を被災国義援金寄付窓口を通じて寄贈しました。 

 

（６）その他 

 

○映画「借りぐらしのアリエッティ」特別協賛 

スタジオジブリとのタイアップテレビＣＭを放映（７月１日） 

当社は、７月１７日より全国公開されたスタジオジブリ最新作「借りぐらしのアリエッティ」

への特別協賛を記念し、テレビＣＭを放映しました。「借りぐらしのアリエッティ」を応援す

ることを通じて、ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの知名度向上を図ると同時に、世界

に親しまれるスタジオジブリとのコラボレーションにより、お客さまの暮らしを守り、世界

にチャレンジしていく姿を伝えています。 

 

○「ニッセイ同和損保 日本橋本社ビル」竣工（７月９日） 

ニッセイ同和損保では、平成２０年８月より建設を進めていた「ニッセイ同和損保 日本橋本   

社ビル」が完成し、７月６日（火）に竣工式を開催しました。同ビルは、東京の玄関口八重

洲通りと中央通りの交差点に面し、地上１２階、地下２階、自然石とガラスを基調にした風

格ある外観に、環境にも配慮した最新の機能と充分な耐震性を備えています。１０月のあい

おい損保との合併後は、新会社の企業営業部門が中心に入居し、本社ビルの一つとして活用

しています。 

 

 

 



○あいおいニッセイ同和損保のＣＭを放映（８月２７日） 

あいおいニッセイ同和損保は、新会社発足にあたり、新商品ブランド「ＴＯＵＧＨ（タフ）」    

および新会社名の告知を目的とした新しいＣＭを放映しました。商品キャラクターである 

クマの親子が紹介するほのぼのとしたかわいらしい内容で、ＣＭ第１弾「トビラ篇」は８月

２７日より、ＣＭ第２弾「タフなパパ篇」は１０月１日より放映しています。 

  

３．スポーツ・トピックス 

 

○女子柔道部 

・「グランドスラム・モスクワ」（７月３日～４日） 

  ロシア・モスクワで開催された「２０１０グランドスラム・モスクワ」に三井住友海上から   

山岸絵美選手（４８ｋｇ級）が日本代表として出場し、優勝しました。 

 

・「第４０回全日本実業柔道個人選手権大会」（８月２９日～３０日） 

  尼崎市記念公園総合体育館で開催された「第４０回全日本実業柔道個人選手権大会」に三井

住友海上から７名の選手が出場し、山岸絵美選手(４８ｋｇ級)、阿部香菜選手（６３ｋｇ級）

が優勝しました。 

 

 ・「世界柔道選手権大会」（９月９日～１３日） 

国立代々木第一体育館で開催された「２０１０世界柔道選手権大会」に三井住友海上から  

上野順恵選手、中村美里選手が日本代表として出場し、上野順恵選手が金メダル、中村美里

選手が銀メダルを獲得しました。 

 

・「全日本ジュニア柔道体重別選手権大会」（９月１８日～１９日） 

埼玉県立武道館で開催された「全日本ジュニア柔道体重別選手権大会」に三井住友海上から

上村凛歩選手が出場し、優勝しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


